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㏻ᮇ㐃⤖ᴗ⦼予想の修ṇに㛵するお▱らせ 

 

当♫の㐃⤖子会♫であるソフトブレーンᰴ式会♫に対する公㛤㈙付けが⤊了し、ソフトブレー

ンᰴ式会♫およびその子会♫の事ᴗを㠀⥅⥆事ᴗとして取り扱うことが☜定し、また┤㏆のᴗ⦼

の㐍捗を㚷み、2020 年 8 ᭶ 14 日に公⾲した 2021 年 6 ᭶ᮇ㸦2020 年㸵᭶㸯日㹼2021 年㸴᭶

30 日㸧の㏻ᮇ㐃⤖ᴗ⦼予想につきまして修ṇすることにしましたのでお▱らせいたします。 

 
グ 

 
㸯㸬2021 年 6 ᭶ᮇの㐃⤖ᴗ⦼予想数値の修ṇ㸦2020 年㸵᭶㸯日㹼2021 年㸴᭶ 30 日㸧 

 売 上 収 ┈ 営 ᴗ 利 ┈ ⛯ 引 前 利 ┈ 当 ᮇ 利 ┈ 

ぶ会♫の所᭷

⪅に帰属する

当 ᮇ 利 ┈ 

基ᮏⓗ 1 ᰴ当

たり当ᮇ利┈ 

前回Ⓨ⾲予想㸦A㸧 

ⓒ万円 

10,000 

㹼13,000 

ⓒ万円 

3,100 

㹼3,500 

ⓒ万円 

3,100 

㹼3,500 

ⓒ万円 

3,000 

㹼3,400 

ⓒ万円 

2,900 

㹼3,300 

円 㖹 

165.62 

㹼188.47 

今回修ṇ予想㸦%㸧 
9,000 

㹼12,000 

100 

a500 

100 

a500 

2,700 

a3,100 

2,700 

〜3,100 

154.19 

〜177.04 

増 ῶ 㢠 㸦 % - A 㸧 △1,000 △3,000 △3,000 △300 △200  

増 ῶ ⋡ 㸦 㸣 㸧 
△10.0 

㹼△7.7 

△96.8 

㹼△85.7 

△96.8 

㹼△85.7 

△10.0 

〜△8.8 

△6.9 

〜△6.1 
 

※ソフトブレーンᰴ式会♫およびその子会♫が⾜う㠀⥅⥆事ᴗを㝖いた⥅⥆事ᴗに係る2020年

6 ᭶ᮇの数値は㞟ィ中であるため、前ᮇ実⦼はグ㍕しておりません。 

 

㸰㸬修ṇの⌮⏤ 

 当♫は、2020 年 8 ᭶ 14 日に㛤♧したとおり、当♫が保᭷する全てのソフトブレーンᰴ式

会♫の普㏻ᰴ式をㆡΏすることをỴ㆟しております。 



ソフトブレーンᰴ式会♫のⓎ⾲によれば、2020 年 11 ᭶ 10 日をもってシー・ファイブ・エイ

ト・ホールディングスᰴ式会♫によるソフトブレーンᰴ式会♫の普㏻ᰴ式に対する公㛤㈙付けが

⤊了したことを受け、当♫の国㝿会ィ基‽㸦,)56㸧に基づく㐃⤖㈈務ㅖ⾲においてソフトブレ

ーンᰴ式会♫およびその子会♫の事ᴗが㠀⥅⥆事ᴗとして取り扱うことが☜定しました。 

そのことにより、当♫が保᭷するソフトブレーンᰴ式会♫の普㏻ᰴ式の売却によりぢ㎸まれ

る⣙ 26 億円のᰴ式売却┈は㏻ᮇ㐃⤖ᴗ⦼においては㠀⥅⥆事ᴗの営ᴗ利┈㸦その他の収┈㸧に

ィ上されることとなりましたので、㐃⤖ᴗ⦼予想数値に修ṇが⏕じることとなりました。 

 

また当♫は、2019 年 8 ᭶ 14 日に㛤♧した「中ᮇ⤒営ィ⏬ &200,75000」の実⌧に向けて、

当♫が培ってきた㸱つの⬟力㸦「┿の価値を探り出す⬟力」「リソースの埋もれた価値を⅝り出す

⬟力」「ㄢ㢟とリソースの最㐺な⤌み合わせを提᱌・実⾜し価値を最大化する⬟力」㸧をもとに、

国内のẸ㛫企ᴗだけでなく、国内外のẸ㛫・政府・⮬἞体へサービス提供を⾜うことを✚ᴟⓗに

推㐍しております。 

これまで㛗年にわたり 6DD6/A63 の⊂⮬のストックビジネスモデルで培ってきた技⾡力と㇏

富な⤒㦂をάかし、その技⾡力を ,7 サービスとして㡿域を⤠って提供するだけではなく、それ

を ';㸦デジタルトランスフォーメーション㸧の実⌧手ẁとして、或いは A,/,R7 をά⏝したス

マートビジネスの実⌧手ẁとして最大㝈ά⏝し、政府や⮬἞体を含めて大きなつᶍで♫会ㄢ㢟を

ゎỴする広⠊なサービスを提供すべく、パートナー企ᴗとのᴗ務提携を㐍めております。 

具体ⓗには、「不動⏘ ';」など各ᴗ⏺の大手企ᴗとともにデジタル ,' などをά⏝したシーム

レスな新たな取引形態を仕⤌み化してᴗ⏺ᶆ‽を┠指す他、官Ẹ共創の仕⤌みとして⮬἞体とẸ

㛫企ᴗのㄢ㢟をマッチングし、ㄢ㢟ゎỴから新たな仕⤌みのⓎ想につながる共創型プラットフォ

ームシステムのᵓ⠏が㐍んでおります。 

このような大つᶍなサービスをパートナー企ᴗとᵓ⠏していくためには、各ᴗ⏺における企

ᴗのᴗ務分ᯒからシステムのᶆ‽化、ᶓ展㛤するためのマーケティングのノウハウ➼が必せにな

ってきます。≉に⮬἞体を⤡めた仕⤌みづくりになると、その仕⤌みの位⨨付けや提供意⩏など

を広める啓ⵚά動も必せになってきます。 

そのため、大型プロジェクトの 30 といったスペシャリスト人ᮦや大つᶍ㛤Ⓨプロジェクト

チームの⤌成が必せとなるととともに、ɔ 想ẁ㝵からタィ・実⿦、そして提供㛤始までにせする

時㛫がこれまでの᱌件つᶍとẚ㍑して㛗く必せになってきたことから、人ᮦ採⏝、体制ᵓ⠏に必

せなコストが増加し、収┈化するまでのᮇ㛫が㛗ᮇ化したことにより、一時ⓗにコスト先⾜とな

ることが予想され、上グの㏻り、ᴗ⦼予想を下方修ṇいたしました。 

2021 年 6 ᭶ᮇ㏻ᮇにおいては、「中ᮇ⤒営ィ⏬ &200,75000」の実⌧に向けて✚ᴟⓗな投㈨

および、これまでの仕⤌みを新しい仕⤌みに変える '; プラットフォームの実⿦フェーズと捉え、

具体ⓗ実⦼を✚み上げて参ります。 

 

なお、ᮏ㈨料にグ㍕されている将᮶に㛵するグ㏙は、当♫が⌧在入手している情報及び合⌮ⓗ

であると判断する一定の前提に基づいており、その㐩成を当♫として⣙᮰する㊃旨のものではあ

りません。また、実㝿のᴗ⦼➼はᵝ々なせ因により大きく␗なる可⬟性があります。 

 

以 上 


